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キ
ー
ワ
ー
ド
＝
筑
前
国
府
下
僚
・
左
注
形
式
・
先
名
後
姓
・
述
志
・
萬
葉
集
巻
第
十
六

　

こ
の
度
、
京
都
女
子
大
学
の
春
季
公
開
講
座
を
光
栄
に
も
担
当
さ
せ
て
戴
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
と

市
民
の
皆
様
方
を
前
に
し
て
の
話
な
の
で
、
わ
か
り
や
す
く
話
し
た
つ
も
り
で
す
。
そ
の
時
の
内
容
を
文
字
と
し
て

記
し
留
め
て
お
き
た
い
と
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
の
御
裁
可
を
賜
り
、
こ
こ
に
論
考
と
し
て

提
示
す
る
も
の
で
す
。

女
子
大
國
お　

第
百
六
十
一
号　

平
成
二
十
九
年
九
月
三
十
日

二
〇
一
七
年
度
公
開
講
座
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一　

は
じ
め
に

　

山
上
憶
良
作
と
考
え
ら
れ
る
「
筑
前
國
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
」
が
『
萬
葉
集
』
巻
第
十
六
に
載
る
。
ま
ず
は
そ
の
該
当
歌
群
を
掲
げ
る
。

　
　
　
　

筑
前
國
志
賀
白
水
郎
歌
十
首

王
之　

不
遣
　

情
進
　

行
之
荒
雄
良　

奥

袖
振 

（
16
・
三
八
六
〇
）

荒
雄
良
乎　

将
来
可
不
来
可
等　

飯
盛
而　

門

出
立　

雖
待
来
不
座 

（
16
・
三
八
六
一
）

志
賀
乃
山　

痛
勿
伐　

荒
雄
良
我　

余

可
乃
山
跡　

見
管
将
思 

（
16
・
三
八
六
二
）

荒
雄
良
我　

去

之
日
従　

志
賀
乃
安
麻
乃　

大
浦
田
沼
者　

不
樂
有
哉 

（
16
・
三
八
六
三
）

官
許
曽　

指
弖
毛
遣
米　

情
出
　

行
之
荒
雄
良　

波

袖
振 

（
16
・
三
八
六
四
）

荒
雄
良
者　

妻
子
之
産
業
乎
波　

不
念
呂　

年
之
八
歳
乎　

待
騰
来
不
座 

（
16
・
三
八
六
五
）

奥
鳥　

鴨
云
舩
之　

還
来
者　

也
良
乃
埼
守　

早
告
許
曽 

（
16
・
三
八
六
六
）

奥
鳥　

鴨
云
舟
者　

也
良
乃
埼　

多
未
弖
榜
来
跡　

所
聞
許
奴
可
聞 

（
16
・
三
八
六
七
）

奥
去
哉　

赤
羅
小
舩
　

裹
遣
者　

若
人
見
而　

解
披
見
鴨 

（
16
・
三
八
六
八
）

大
舶
　

小
舩
引
副　

可
豆
久
登
毛　

志
賀
乃
荒
雄
　

潜
将
相
八
方 

（
16
・
三
八
六
九
）

右
以
神
龜
年
中
、
大
宰
府
差
二

筑
前
國
宗
像
郡
之
百
姓
宗
形
部
津
麻
呂
一

、
宛
二

對
馬
送
粮
舶
柁
師
一

也
。
于
レ

時
津
麻
呂
、

詣
二

於
滓
屋
郡
志
賀
村
白
水
郎
荒
雄
之
許
一

、
語
曰
、
「
僕
有
二

小
事
一

、
若
疑
不
レ

許
歟
」
。
荒
雄
答
曰
、
「
走
雖
レ

異
レ

郡
、
同
レ

舩
日
久
、
志
篤
二

兄
弟
一

。
在
二

於
殉
死
一

、
豈
復
辞
哉
」
。
津
麻
呂
曰
、「
府
官
差
レ

僕
、
宛
二

對
馬
送
粮
舶
柁
師
一

。
容
齒
衰
老
、

不
レ

堪
二

海
路
一

。
故
来
祗
候
。
願
垂
二

相
替
一

」
矣
。
於
レ

是
荒
雄
、
許
諾
遂
従
二

彼
事
一

。
自
二

肥
前
國
松
浦
縣
美
祢
良
久
埼
一



憶
良
の
後
ろ
姿

3

發
レ

舶
、
直
射
二

對
馬
一

渡
レ

海
。
登
時
、
忽
天
暗
冥
、
暴
風
交
レ

雨
、
竟
無
二

順
風
一

、
沈
丨二

沒
海
中
一

焉
。
因
、
斯
妻
子
等
、

不
レ

勝
二

犢
慕
一

、
裁
丨二

作
此
歌
一

。

或
云
、
筑
前
國
守
山
上
憶
良
臣
、
悲
丨二

感
妻
子
之
傷
一

、
述
レ

志
而
作
二

此
歌
一

。

　

右
の
「
筑
前
国
志
賀
の
白

あ
　
ま

水
郎
の
歌
、
十
首
」
は
よ
く
知
ら
れ
た
作
品
で
あ
り
、
そ
の
論
考
は
ま
こ
と
に
多
い
。
し
か
し
、
論
考
の
多

く
は
歌
の
十
首
に
、
中
で
も
そ
の
配
列
順
と
作
品
構
成
に
集
中
す
る

）
1
（

。

　

以
下
、
十
首
の
倭
歌
に
つ
い
て
は
必
要
な
場
合
に
言
及
す
る
に
と
ど
め
、
左
注
を
中
心
に
見
て
ゆ
く
。
中
で
も
最
後
の
一
行
に
焦
点
を

絞
っ
て
考
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ま
ず
、
左
注
の
読
み
を
示
す

）
2
（

。

Ⅰ
右
は
神
亀
年
中
に
、
大
宰
府
、
筑
前
国
宗む

な
か
た
の像

郡こ
ほ
りの

百
お
ほ
み
た
か
ら

姓
、
宗む

な

形か
た

部べ
の

津つ

麻ま

呂ろ

を
差さ

し
て
、
対つ

し

ま馬
に
送か

て
お
く
る粮

舶ふ
ね

の
柁か

ぢ

師と
り

に
宛あ

て
き
。

Ⅱ
時と

き

に
津
麻
呂
、
滓か

す

屋や
の

郡
こ
ほ
り

志し

賀か
の

村む
ら

な
る
白

あ
　
ま

水
郎
荒あ

ら

雄を

の
許も

と

に
詣ゆ

き
て
、
語
り
て
曰い

は
く
、
「
僕わ

れ

に
小い

さ
さけ

き
事こ

と

有あ

り
、
若け

だ

し疑
許ゆ

る

さ
じ
か
」

と
い
ふ
。
荒
雄
答
へ
て
曰
は
く
、
「
走わ

れ

、
郡
を
異こ

と

に
し
て
あ
れ
ど
、
船
を
同と

も

に
し
て
日ひ

久ひ
さ

し
く
、
志お

も
ひは

兄は
ら

弟か
ら

よ
り
篤あ

つ

し
。
殉し

ぬ
る
こ
と死

在あ

り
と
も
、
豈あ

に

復ま
た

辞い
な

び
め
や
」
と
い
ふ
。
津
麻
呂
曰
は
く
、
「
府ふ

の
官つ

か
さ、

僕わ
れ

を
差さ

し
て
、
対
馬
に
送か

て
お
く
る粮

舶ふ
ね

の
柁か

ぢ

師と
り

に
宛あ

て
つ
。
容す

が
たも

歯と
し

も
衰お

と

ろ老
へ
て
、
海

う
み
つ

路ぢ

に
堪あ

へ
じ
。
故

こ
と
さ
らに

来き
た

り
祗う

か

か候
ひ
つ
。
願ね

が
はく

は
相あ

ひ

替か
は

り
垂た

ま

へ
」
と
い
ふ
。

Ⅲ
是こ

こ

に
荒
雄
、
許う

べ

な諾
ひ
て
遂つ

ひ

に
彼そ

の
事
に
従し

た
がひ

き
。

肥
ひ
の
み
ち
の
く
ち
の
く
に

前

国
松ま

つ

浦ら
の

県あ
が
たの

美み

祢ね

良ら

久く
の

埼さ
き

よ
り
発ふ

な

舶だ
ち

し
、
直た

だ

に
対つ

し

ま馬
を
射さ

し
て
海
を

渡
り
き
。
登す

な

時は
ち

、
忽た

ち
ま
　ち

に
天そ

ら

暗く

冥ら

く
、
暴あ

ら
ぶ
　る
風か

ぜ

は
雨あ

め

を
交ま

じ

へ
、
竟つ

ひ

に
順よ

き
か
ぜ風

無な

く
、
海わ

た
な
か中

に
沈し

づ

み
没い

り
に
き
。

Ⅳ
因よ

り
て
、
斯こ

こ

に
妻め

子こ

等た
ち

、

犢
う
し
の
こ
の
し
た
ひ
　

慕
に

勝あ

へ
ず
、
此こ

の
歌
を
裁つ

作く

り
き
。

Ⅴ
或
い
は
云い

は
く
、
筑
前
国
守
山
上
憶
良
臣
、
妻め

子こ

の
傷い

た
み
　に
悲か

な

し感
み
て
、
志お

も
ひを

述の

べ
て
此こ

の
歌
を
作
る
と
い
ふ
。

　

右
で
Ⅰ
～
Ⅴ
と
分
け
た
の
は
、
渡
瀬
昌
忠

）
3
（

氏
が
「
左
注
の
構
造
」
に
お
い
て
、
Ⅴ
は
別
に
し
て
、

　
　

⑴
「
時
、
公
的
事
実
」　　

⑵
「
私
的
状
況
」　　

⑶
「
決
定
的
事
態
」　　

⑷
「
歌
う
」
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と
し
た
の
に
拠
る
。
た
だ
し
、
渡
瀬
昌
忠
氏
が
こ
の
四
段
構
成
に
つ
い
て
「
土
着
の
語
り
の
パ
タ
ー
ン
」
と
、
事
例
を
挙
げ
て
主
張
す
る

が
、
そ
れ
を
肯
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
文
筆
作
品
そ
の
も
の
で
あ
る
と
見
る
。
ま
た
、
Ⅱ
を
「
会
話
部
」
と
し
て
、
情
況
を
生
き
生

き
と
描
き
上
げ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
。

　
　
　
　

二　

左
注
の
吟
味

　

Ⅰ
の
「
對
馬
送
粮
舶
」
に
つ
い
て
は
、
武
田
祐
吉
氏
『
萬
葉
集
全
註
釋
』
（
一
九
五
〇
年
八
月
）
が
、
『
延
喜
式
』
主
税
式
上
の

凡
筑
前
、
筑
後
、
肥
前
、
肥
後
、
豐
前
、
豐
後
等
國
、
毎
レ

年
穀
二
千
石
漕
丨二

送
對
馬
嶋
一

、
以
充
二

嶋
司
及
防
人
等
粮
一

。
…
下
略
…
。

（ 

凡
、
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後
・
豊
前
・
豊
後
等
の
国
は
、
年と

し

毎ご
と

に
穀
二
千
石
を
対
馬
島
に
漕
ぎ
送
り
、
以も

ち
て
島
の
司つ

か
さ
　ま

た

防
人
等
の
粮か

て

に
充
つ
べ
し
。
…
…
。
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

『
延
喜
式
』
巻
第
二
十
六
（
主
税
上
18
「
対
馬
粮
」
条
）

を
挙
げ
、
ま
た
『
延
喜
式
』
雑
式
の

凡
運
丨二

漕
對
馬
嶋
粮
一

者
、
毎
レ

國
作
レ

番
以
レ

次
運
送
。

（
凡
、
対
馬
島
に
粮か

て

を
運
び
漕
ぐ
は
、
国
毎
に
番
を
作
り
次つ

ぎ
て
　を
以
ち
て
運
び
送
る
べ
し
。
）

『
延
喜
式
』
巻
第
五
十
（
雑
式
37
「
運
漕
対
馬
粮
」
条
）

を
指
摘
し
て
、
輪
番
制
に
よ
る
筑
前
国
の
担
当
を
指
摘
し
た
。
林
田
正
男

）
4
（

氏
は
、
三
前
三
後
の
六
国
に
よ
る
六
年
輪
番
制
を
基
に
、
「
神
亀

年
中
」
の
年
次
に
つ
い
て
、
対
馬
へ
の
防
人
の
設
置
年
か
ら
推
考
し
て
「
神
亀
元
年
十
二
月
」
と
推
定
し
た
。
一
連
十
首
中
の
三
八
六
五

番
歌
に
は
、

荒
雄
ら
は
妻め

子こ

の
産な

業り

を
ば
念
は
ず
ろ
年
の
八や

と

せ歳
を
待
て
ど
来き

座ま

さ
ず 

（
16
・
三
八
六
五
）

と
あ
る
。
数
詞
「
八
」
は
少
な
く
な
い
数
値
を
表
現
す
る
時
に
用
い
ら
れ
る
が
、
右
の
歌
で
は
「
年
の
八
歳
」
と
あ
る
。
「
年
」
を
強
調
し
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た
こ
の
表
現
は
観
念
的
数
値
と
し
て
の
「
八
」
で
は
な
く
、
実
数
と
し
て
の
「
八
」
の
念
押
し
と
し
て
の
表
現
で
あ
る
と
理
解
す
る

）
5
（

。
即

ち
、
筑
前
国
志
賀
の
白
水
郎
荒
雄
の
海
難
は
、
当
歌
の
詠
作
時
よ
り
も
八
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
見
る
。
こ
の
表
現
に
よ
っ
て
、
妻
子

た
ち
は
足
掛
け
八
年
も
の
間
、
夫
の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
山
上
憶
良
は
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
頃
に
筑
前
国
に
赴
任
し
、

天
平
四
年
（
七
三
二
）
頃
に
離
任
帰
京
す
る
（
在
任
期
間
は
足
掛
け
七
年
）
。
海
難
事
故
は
、
諸
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
憶
良
赴
任
以
前
の
こ
と

に
な
ろ
う
。
ま
た
、
西
海
道
北
部
六
国
に
よ
る
六
年
輪
番
制
が
憶
良
当
時
か
ら
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
明
確
で
な
い
が

）
6
（

、
少
な
く
と
も
Ⅰ

に
は
「
大
宰
府
差
」
と
あ
り
、
Ⅱ
に
も
「
津
麻
呂
曰
、
府
官
差
僕
…
…
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
筑
前
国
で
は
な
く
大
宰
府
の
所
管
事
項
と

し
て
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
。
こ
う
い
う
次
第
で
、
筑
前
国
守
で
あ
る
山
上
憶
良
に
直
接
に
関
わ
る
内
容
で
は
な
か
っ
た
。

　

Ⅱ
に
は
、
宗
像
郡
に
住
む
宗
形
部
津
麻
呂
が
滓
屋
郡
志
賀
村
の
白
水
郎
（
海あ

人ま

）
で
あ
る
荒
雄
に
交
替
を
依
頼
す
る
顛
末
が
リ
ア
ル
に
表

現
さ
れ
て
い
る
。
宗
形
部
津
麻
呂
は
陸
路
で
な
く
海
路
で
志
賀
島
の
荒
雄
の
所
へ
赴
い
た
に
違
い
な
い
が
、
陸
路
で
あ
れ
ば
宗
像
郡
と
志

賀
島
間
は
片
道
三
五
キ
ロ
㍍
余
も
隔
た
る
。
船
人
仲
間
に
お
い
て
は
郡
を
異
に
し
て
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

す
る
。
ま
た
津
麻
呂
の
言
と
し
て
、
「
容
齒
衰
老
、
不
堪
海
路
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
役
所
は
文
書
行
政
を
主
と
し
、
個
々
の
人
物
の
実

態
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
実
情
に
関
す
る
プ
ロ
テ
ス
ト
が
あ
る
。
類
似
し
た
事
例
と
し
て
、
下
野
国
の
防
人
歌
に
、

布
多
冨
我
美　

阿
志
氣
比
等
奈
里　

阿
多
由
麻
比　

和
我

流
等
伎
　

佐
伎
母
里

佐

（
ふ
た
ほ
が
み
悪あ

し
け
人
な
り
あ
た

病
ゆ
ま
ひ

我
が
す
る
時
に
防
人
に
差さ

す
） 

（
20
・
四
三
八
二
、
下
野
国
那
須
郡
防
人
、
上
丁
、
大
伴
部
廣
成
）

と
い
う
著
名
な
一
首
が
あ
る
。
第
一
句
の
「
ふ
た
ほ
が
み
」
は
難
解
で
諸
説
が
あ
り
明
解
が
得
ら
れ
な
い
が
、
第
三
・
四
句
か
ら
当
人
の
病

気
と
い
う
実
情
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
防
人
に
指
名
さ
れ
た
こ
と
が
こ
の
歌
か
ら
明
ら
か
に
な
る
（
巻
第
二
十
に
載
る
防
人
歌
を
憶
良
は
知
る
由

で
は
な
い
が
）
。
管
理
さ
れ
た
名
簿
に
よ
る
一
律
的
な
指
名
と
い
う
行
政
の
実
態
に
つ
い
て
、
憶
良
は
胸
を
痛
め
た
に
違
い
な
い
。

　

Ⅲ
の
「
肥
前
國
松
浦
縣
美
祢
良
久
埼
」
よ
り
「
発
舶
」
と
い
う
寄
港
地
は
回
り
道
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
当
時
の
海
流
を
念
頭
に
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し
て
の
航
路
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
瀬
戸
内
海
航
路
に
お
い
て
も
内
海
の
中
央
部
を
直
進
す
る
こ
と
は
無
い
。
浦
伝
い
岬
伝
い
に
縫

う
よ
う
に
船
を
進
め
た
。
こ
れ
が
難
破
し
な
い
最
善
の
方
法
で
あ
っ
た

）
7
（

。
か
く
し
て
難
波
か
ら
筑
紫
ま
で
片
道
約
一
ヶ
月
を
要
す
る
こ
と

と
な
る
。
対
馬
へ
渡
る
に
は
内
海
と
は
異
な
り
外
洋
に
漕
ぎ
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
と
に
玄
界
灘
は
遭
難
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
た
。
「
美
祢
良
久
埼
」
（
長
崎
県
五
島
市
三
井
楽
町
）
は
、
遣
唐
使
が
発
船
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
所

）
8
（

で
、
海
流
に
乗
っ
て
一
気
に
対
馬
へ

渡
る
こ
と
に
な
る

）
9
（

。
但
し
、
こ
こ
の
「
美
祢
良
久
埼
」
と
い
う
こ
と
は
、
或
い
は
左
注
筆
記
者
の
誤
認
に
基
づ
く
記
述
か
も
知
れ
な
い
。

又
、
或
い
は
肥
前
国
か
ら
の
年
穀
受
納
と
い
う
業
務
上
の
事
由
が
存
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

Ⅳ
に
は
「
因
、
斯
妻
子
等
、
不
勝
犢
慕
、
裁
作
此
歌
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
憶
良
の
仮ポ

ー

ズ構
で
あ
る
。
形
の
上
で
荒
雄
の
「
妻

子
等
」
が
歌
を
作
っ
た
こ
と
と
す
る
。
詠
歌
は
貴
族
の
文
芸
で
あ
る
。
防
人
歌
も
防
人
中
の
都
文
化
を
摂
取
し
た
教
養
人
の
作
と
し
て
あ

る
。
東
歌
も
同
様
で
あ
る

）
10
（

。
志
賀
島
の
海
人
の
妻
や
子
が
歌
を
作
る
こ
と
は
無
く
、
こ
の
十
首
は
憶
良
の
作
と
見
て
よ
い
。
そ
れ
を
形
の

上
で
こ
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
の
は
、
自
己
の
「
作
品
」
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
「
妻
子
等
」
に
与
え
た
も
の
と
し
て
あ
り
、
そ

の
時
点
で
憶
良
個
人
か
ら
は
離
れ
た
も
の
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
「
代
作
」
の
中
に
己
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
観
点
が
、
現

代
に
お
け
る
理
解
と
当
時
の
理
解
と
の
違
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

三　

付
加
一
行
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

　

Ⅴ
に
は
、

或
云
、
筑
前
國
守
山
上
憶
良
臣
、
悲
感
妻
子
之
傷
、
述
志
而
作
此
歌
。

と
あ
る
。
「
或
云
」
は
別
伝
を
断
る
編
集
上
の
文
言
と
し
て
あ
る
。
こ
れ
が
「
或
本
」
「
或
書
」
と
あ
れ
ば
紛
う
こ
と
な
く
異
本
注
記
と
し

て
あ
る
が
、
「
或
云
」
の
場
合
、
柿
本
人
麻
呂
作
歌
に
お
け
る
原
案
付
記
の
場
合
が
あ
る
（
1
・
二
九
な
ど
）
。
巻
第
一
の
三
四
番
歌
題
詞
下
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注
記
や
巻
第
一
の
七
四
番
歌
左
注
の
場
合
は
異
伝
注
記
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
Ⅳ
の
仮
構
代
作
と
い
う
展
開
を
踏
ま
え
、
そ
の
記
述
を
確
認

の
上
で
、
そ
の
実
相
を
披
瀝
す
る
文
と
し
て
機
能
さ
せ
る
工
夫
の
一
文
と
し
て
あ
る
。

　

こ
こ
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
山
上
憶
良
臣
」
と
い
う
「
先
名
後
姓
」
の
敬
称
法
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
最

初
に
指
摘
し
た
の
は
土
屋
文
明

）
11
（

氏
で
あ
り
、

後
註
中
或
云
以
下
は
憶
良
の
名
を
記
す
に
山
上
憶
良
臣
と
敬
稱
を
用
ゐ
て
居
る
か
ら
自
記
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
此
の
部

分
と
其
の
前
の
部
分
は
語
調
が
違
つ
て
居
て
別
筆
な
こ
と
が
推
定
出
來
る
。

と
あ
る
。
同
様
の
指
摘
を
同
氏
『
萬
葉
集
私
注
』
（
一
九
五
五
年
六
月
）
の
「
作
意
」
の
条
で
も
言
及
す
る
。

　

以
後
の
注
解
書
を
見
る
と
、
武
田
祐
吉
氏
『
萬
葉
集
全
註
釋
』
（
一
九
五
〇
年
八
月
）
で
は
、
Ⅴ
を
含
め
て
「
す
べ
て
憶
良
の
文
詞
」
と
し

て
い
た
が
、
同
氏
『
増
訂
萬
葉
集
全
註
釋
』
（
一
九
五
七
年
四
月
）
で
は
『
私
注
』
の
言
及
を
顧
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
「
こ
の
或
云
に
山

上
の
憶
良
の
臣
と
書
い
た
の
は
、
敬
意
を
表
し
た
の
で
、
ほ
か
の
人
の
文
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
す
る
。
続
く
澤
瀉
久
孝
氏
『
萬
葉

集
注
釋
』
（
一
九
六
六
年
六
月
）
も
「
こ
こ
に
姓
の
臣
を
山
上
臣
憶
良
と
し
な
い
で
憶
良
臣
と
書
い
て
ゐ
る
事
は
敬
意
を
表
し
た
も
の
で
、
憶

良
自
身
が
書
い
た
も
の
で
な
く
第
三
者
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
事
を
示
し
て
ゐ
る
」
と
あ
る
。
日
本
古
典
文
学
全
集
本
『
萬
葉
集
』

（
一
九
七
五
年
一
〇
月
）
は
「
こ
れ
は
憶
良
を
尊
敬
す
る
こ
と
の
篤
い
家
持
な
ど
の
記
録
に
成
る
こ
と
を
証
明
す
る
の
で
な
い
か
」
と
し

）
12
（

、
新

潮
日
本
古
典
集
成
本
『
萬
葉
集
』
（
一
九
八
二
年
一
一
月
）
は
わ
ず
か
に
「
敬
意
を
示
す
書
式
」
と
触
れ
、
完
訳
日
本
の
古
典
本
『
萬
葉
集
』

（
一
九
八
六
年
一
〇
月
）
は
「
こ
の
時
従
五
位
下
で
あ
っ
た
憶
良
に
対
し
て
氏
名
姓
の
敬
称
法
を
用
い
る
の
は
四
位
の
官
人
並
み
の
署
名
法
」

と
す
る
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
『
萬
葉
集
』
（
一
九
九
六
年
八
月
）
は
「
敬
称
法
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
記
す
に
と
ど
ま
る
。

伊
藤
博
氏
『
萬
葉
集
釈
注
』
（
一
九
九
八
年
一
月
）
は
、
（
こ
の
敬
称
法
は
）「
公
式
に
は
五
位
に
は
い
か
な
る
場
合
に
も
用
い
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
（
公
式
令
）
、
『
万
葉
集
』
で
は
五
位
の
人
に
も
用
い
て
い
る
」
（
五
六
六
頁
）
と
す
る
。
多
田
一
臣
氏
『
萬
葉
集
全
解
』
（
二
〇
一
〇
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年
一
月
）
も
「
敬
意
あ
る
書
式
」
と
指
摘
す
る
。
阿
蘇
瑞
枝
氏
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』
（
二
〇
一
二
年
七
月
）
に
は
、
「
公
の
規
定
で
は
、
四
位

以
下
の
者
は
、
氏
姓
名
の
順
に
書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
万
葉
集
で
は
、
時
に
四
位
五
位
の
者
で
も
氏
名
姓
と
な
っ
て
い
る
も
の
が

あ
る
。
筆
者
の
そ
の
人
に
対
す
る
尊
敬
の
念
の
表
れ
と
解
せ
ら
れ
る
。
」
と
あ
る
。

　

こ
の
「
先
名
後
姓
」
の
敬
称
法
に
つ
い
て
は
、
「
公
式
令
」
に
規
定
が
あ
る
。

凡
、
授
レ

位
任
レ

官
之
日
、
喚
辭
。
三
位
以
上
、
先
名
後
姓
。
四
位
以
下
、
先
姓
後
名
。
以
外
、
三
位
以
上
、
直
稱
レ

姓
〔
若
右
大
臣
以

上
、
稱
二

官
名
一

〕
。
四
位
、
先
名
後
姓
。
五
位
、
先
姓
後
名
。
六
位
以
下
、
去
レ

姓
稱
レ

名
。
…
下
略
…
。

（ 

凡
、
位
を
授
け
官
に
任ま

く
る
日
に
、
喚よ

ぶ
辞
。
三
位
以
上
は
、
先
名
後
姓
と
す
。
四
位
以
下
は
、
先
姓
後
名
と
す
。
以
外
の
を

り
に
は
、
三
位
以
上
は
、
直た

だ

に
姓か

ば
ね
　を
称い

へ
〔
若
し
右
大
臣
以
上
に
あ
ら
ば
、
官
名
を
称
へ
〕
。
四
位
は
、
先
名
後
姓
と
す
。
五
位
は
、

先
姓
後
名
と
す
。
六
位
以
下
は
、
姓
を
去と

り
名
を
称
へ
。
…
…
。
） 

（
養
老
令
「
公
式
令
」
68
「
授
位
任
官
」
条
）

　

前
半
部
は
天
皇
の
面
前
に
お
い
て
の
呼
称
法
で
あ
り
、
一
般
に
は
「
以
外
」
と
あ
る
後
半
部
で
の
呼
称
に
な
る
。
し
か
し
、『
続
日
本
紀
』

に
は
、太

政
官
處
分
、
唱
レ

考
之
日
、
三
位
稱
レ

卿
、
四
位
稱
レ

姓
、
五
位
先
名
後
姓
。
自
レ

今
以
去
、
永
為
二

恒
例
一

。

（ 

太
政
官
処
分
に
い
ふ
、
「
考
を
唱と

な

ふ
る
日
に
は
、
三
位
は
卿
と
称い

ひ
、
四
位
は
姓か

ば
ね
　を
称
ひ
、
五
位
は
先
名
後
姓
と
す
。
今
よ
り

以の

ち去
、
永
く
恒つ

ね

の
例た

め
し
　と
為せ

む
」
と
い
へ
り
。
） 

（
『
続
日
本
紀
』
養
老
五
年
冬
十
月
癸
未
条
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
太
政
官
が
「
考
」
（
「
考
課
」
の
「
考
」
で
勤
務
評
定
）
に
お
い
て
、
人
名
を
読
み
上
げ
る
際
の
呼
称
法
を
提
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
「
四
位
称
姓
」
は
名
を
呼
ば
ず
姓か

ば
ね
　で
止
め
る
意
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
「
五
位
先
名
後
姓
」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
が
あ
り
、
儀
式

以
外
の
場
に
お
け
る
五
位
の
上
司
へ
の
呼
称
と
し
て
、
「
先
名
後
姓
」
の
敬
称
は
広
く
一
般
に
存
在
し
た
こ
と
と
見
て
良
い
。
な
お
山
上
憶

良
は
、
和
銅
七
年
（
七
一
四
）
正
月
甲
子
（
五
日
）
に
正
六
位
下
よ
り
従
五
位
下
に
昇
叙
し
（
『
続
日
本
紀
』
）
、
以
後
、
当
歌
事
例
に
お
け
る
筑
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前
守
時
代
を
含
め
て
、
そ
の
卒
時
ま
で
こ
の
従
五
位
下
で
あ
る
。

　

以
上
、
Ⅴ
の
「
先
名
後
姓
」
を
め
ぐ
っ
て
確
認
し
た
。
こ
の
左
注
「
或
云
」
条
の
敬
称
に
つ
い
て
言
及
す
る
注
解
書
に
お
い
て
も
、
そ

の
訳
文
に
お
い
て
は
、
現
代
語
に
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
私
は
「
口
訳
付
山
上
憶
良
全
歌
集

）
13
（

」
を
担
当
し
た
時
、
「
山
上
憶
良
様
」
と

訳
し
た
。
「
筑
前
國
守
山
上
憶
良
臣
」
は
筑
前
国
に
お
け
る
憶
良
の
下
僚
、
腹
心
の
部
下
か
ら
の
心
の
底
か
ら
の
敬
意
の
表
れ
と
し
て
あ
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

四　

志
賀
島
で
の
遺
族
と
憶
良
と
そ
の
下
僚
と

　

後
の
天
平
五
年
（
七
三
三
）
作
の
「
沈
痾
自
哀
文
」
に
よ
る
と
、

…
上
略
…
初
沈
レ

痾
已
来
、
年
月
稍
多
〔
謂
レ

經
二

十
餘
年
一

也
〕
。
是
時
年
七
十
有
四
。
鬢
髪
斑
白
、
筋
力
尫
羸
。
不
二

但
年
老
一

、
復
加
二

斯
病
一

。
諺
曰
「
痛
瘡
灌
レ

塩
」
、
「
短
材
截
レ

端
」
、
此
之
謂
也
。
四
支
不
レ

動
、
百
節
皆
疼
、
身
體
太
重
、
猶
レ

負
二

鈞
石
一

。
…
中
略
…

懸
レ

布
欲
レ

立
、
如
二

折
レ

翼
之
鳥
一

。
倚
レ

杖
且
レ

歩
、
比
二

跛
レ

足
之
驢
一

。
…
下
略
…
。

（ 

…
…
初
め
痾や

ま
ひ
　に
沈
み
し
よ
り
已こ

の
か
た来

、
年
月　や

く
や
く
　

稍
に
多
し
〔
十
余
り
の
年
を
経ふ

る
を
謂い

ふ
〕
。
是
の
時
、
年
七な

な
そ
ぢ
あ
ま
り
よ
と
せ

十
有
四
な
り
。
鬢か

髪み

は

斑し

白ら

け
、
筋ち

か

ら力
も
尫よ

羸わ

く
あ
り
。
但た

だ

に
年
老お

い
て
あ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
復ま

た

斯こ

の
病や

ま
ひ
　を
加く

は

へ
て
あ
り
。　

こ
と
わ
ざ
　

諺
に
曰い

は
く
、
「
痛い

た

き

瘡き
ず

に
塩し

ほ

を
潅そ

そ

く
」
と
い
ひ
、
「
短
き
材き

、
端は

し

を
截き

る
」
と
い
ふ
は
、
此こ

の
謂い

ひ

な
り
。
四て

あ

し支
は
動
か
ず
、
百ふ

し
ぶ
し節

は
皆
疼ひ

ひ
ら
　き

、
身か

ら

だ体

太い
と

重
き
こ
と
、
鈞き

ん

石こ
く

を
負お

へ
る
が
猶ご

と

し
。
…
…
布ぬ

の

に
懸か

か

り
て
立
た
欲む

と
す
る
に
、
翼つ

ば
さ
　を
折を

り
し
鳥
の
如
し
。
杖つ

ゑ

に
倚よ

り
て
歩あ

ゆ

ま

且む

と
す
る
に
、
足
を
跛な

へ

ぐ
　
う
さ
ぎ
う
ま
　

驢
の
比ご

と

し
。
…
…
。
） 

（
『
萬
葉
集
』
巻
第
五
「
沈
痾
自
哀
文
」
冒
頭
に
近
い
箇
所
）

と
あ
る
。
リ
ウ
マ
チ
か
と
推
定
さ
れ
る
が
、
病
名
は
さ
て
お
き
、
憶
良
の
十
数
年
に
亙
る
宿
痾
と
い
う
こ
と
は
、
筑
前
国
赴
任
以
前
か
ら

の
闘
病
生
活
に
な
る
。
こ
う
し
た
中
で
の
国
守
巡
行
で
あ
り
、
巡
行
自
体
が
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
病
は
無
く
て
も
、
一
人
で
の
フ
ラ
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リ
と
遊
ぶ
旅
と
は
異
な
っ
て
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
下
僚
が
随
伴
し
た
。
憶
良
の
場
合
、
立
ち
居
自
体
が
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、
馬
に
乗
っ

た
か
輿
に
よ
っ
た
か
は
分
ら
な
い
が
、
下
僚
が
身
辺
に
寄
り
添
っ
て
随
行
し
た
に
違
い
な
い
。

　

国
守
巡
行
は
「
戸
令
」
に
規
定
さ
れ
る
。

凡
國
守
、
毎
レ

年
一
巡
丨二

行
屬
郡
一

、
觀
二

風
俗
一

問
二

百
年
一

、
錄
二

囚
徒
一

理
二

冤
枉
一

、
詳
察
二

政
刑
得
失
一

、
知
三

百
姓
所
二

患
苦
一

。
敦

喩
二

五
教
一

、
勧
丨二

務
農
功
一

。
部
内
有
下

好
學
、
篤
道
、
孝
悌
、
忠
信
、
清
白
、
異
行
、
發
丨二

聞
於
郷
閭
一

者
上

、
舉
而
進
之
。
有
下

不
孝

悌
、
悖
禮
、
亂
常
、
不
レ

率
二

法
令
一

者
上

、
糺
而
繩
之
。
…
下
略
…
。

（ 

凡
、
国く

に
の
か
み
　

守
は
、
年と

し
ご
と毎

に
一ひ

と

た
び
属
郡
を
巡
り
行
き
、
風く

に
ぶ
り俗

を
観み

百
年
を
問
ひ
、
囚
徒
を
録
し
冤
枉
を
理を

さ

め
、　

つ
ま
ひ
ら
　

詳
か
に
政
刑
の
得

失
を
察み

、
百

お
ほ
み
た
か
ら
　

姓
の
患う

れ

へ
苦く

る

し
む
を
知
る
べ
し
。
敦あ

つ

く
五
教
を
喩さ

と

し
、
農
功
を
勧す

す

め
務つ

と

め
し
む
べ
し
。
部く

に
の
う
ち
　

内
に
好
学
・
篤
道
・
孝

悌
・
忠
信
・
清
白
・
異
行
に
し
て
、
郷さ

閭と

に
発あ

ら

は
れ
聞き

こ

ゆ
る
者ひ

と

有あ

ら
ば
、
挙あ

げ
て
進ほ

む
べ
し
。
不
孝
悌
・
悖
礼
・
乱
常
に
し
て
、

法
令
に
率し

た
が
　は

ず
あ
る
者ひ

と

有あ

ら
ば
、
糺い

さ

め
て
縄を

し

ふ
べ
し
。
…
…
。
） 

（
養
老
令
「
戸
令
」
33
「
国
守
巡
行
」
条
）

　

巡
行
規
定
の
前
半
部
の
み
を
掲
出
し
、
後
半
を
略
し
た
が
、
そ
の
規
定
次
第
に
よ
る
と
、
国
守
巡
行
は
、
儒
教
道
徳
に
拠
り
つ
つ
も
、

国
守
と
し
て
の
理
念
に
基
づ
い
た
国
の
根
幹
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
。
こ
の
「
国
守
巡
行
」
条
に
よ
り
、
憶
良
は
職
務
に
忠
実
に

隈
な
く
回
り
、
民
情
を
視
察
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
大
伴
旅
人
の
「
遊
於
松
浦
河
序
」
と
そ
の
詠
歌
（
5
・
八
五
三
～
八
六
三
）
と
い

う
意
欲
的
な
創
作
を
受
け
た
返
歌
の
前
文
書
簡
に
、

憶
良
誠
惶
、
頓
首
謹
啓
。
憶
良
聞
。
「
方
岳
諸
侯
、
都
督
刺
史
、
並
依
二

典
法
一

、
巡
丨二

行
部
下
一

、
察
二

其
風
俗
一

」
。
…
下
略
…
。

（ 

憶
良
誠
惶
し
、
頓
首
し
て
謹つ

つ
し
　み
啓ま

を

す
。
憶
良
聞
く
。
「
方
岳
の
諸
侯
と
都
督
の
刺
史
は
、
並な

ら

び
に
典の

法り

に
依よ

り
て
、
部く

下に

を
巡め

行ぐ

り
、
其そ

の
風く

に
ぶ
り俗

を
察み

る
」
と
き
く
。
…
…
。
） 

（
三
首
歌
5
・
八
六
八
～
八
七
〇
前
文
書
簡
）

と
記
し
、
「
天
平
二
年
七
月
十
一
日
、
筑
前
國
司
山
上
憶
良
謹
上
。
」
と
結
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る

）
14
（

。
巻
第
五
に
載
る
「
嘉
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摩
三
部
作
」
中
の
第
一
作
「
令
反
或
情
歌
一
首
并
序
」
（
5
・
八
〇
〇
～
八
〇
一
）
は
、
そ
う
し
た
民
情
視
察
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
『
萬
葉
集
』
巻
第
五
に
載
る
山
上
憶
良
作
品
を
見
る
と
、
そ
の
人
間
愛
に
引
き
込
ま
れ
て
ゆ
く
魅
力
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
今
、

横
に
憶
良
と
い
う
実
人
物
が
居
る
と
想
定
す
る
と
、
そ
の
気
性
に
随
分
気
難
し
い
面
が
あ
っ
て
、
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
、
作
品
の
行
間
か
ら
伝
わ
っ
て
来
る
も
の
が
あ
る

）
15
（

。
し
か
し
、
そ
う
し
た
こ
と
を
乗
り
越
え
て
、
当
時
、
憶
良
に
私
淑
す

る
筑
前
国
の
官
人
が
い
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
下
僚
が
巡
行
に
随
伴
し
、
憶
良
の
一
々
の
世
話
を
し
て
い
た
様
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
左
注
か
ら
は
、
山
上
憶
良
が
志
賀
島
を
巡
行
視
察
し
た
際
に
、
故
荒
雄
一
家
の
母
子
家
庭
（
と
言
っ
て
も
核
家
族
で
は
な
く
、
大
家
族
と

想
定
さ
れ
る
が
）
の
経
緯
と
有
様
を
聞
き
出
し
た
様
子
が
ま
ず
は
見
て
取
れ
る
。
一
家
の
場
所
は
「
大
浦
」
近
く
で
あ
る
と
次
の
歌
か
ら
推

定
さ
れ
る
。

荒あ
ら

雄を

ら
が
去ゆ

き
に
し
日
よ
り
志し

賀か

の
あ
ま
の
大お

ほ

浦う
ら

田た

沼ぬ

は
不さ

ぶ

し楽
く
も
有あ

る
か 

（
16
・
三
八
六
三
）

　

大
浦
の
地
は
志
賀
島
の
北
端
に
な
る
。
島
の
南
端
の
「
海
の
中
道
」
か
ら
の
道
程
は
約
五
キ
ロ
㍍
に
な
る
。
馬
で
あ
れ
輿
で
あ
れ
、
近

い
所
で
は
無
い
。
故
荒
雄
一
家
に
関
す
る
事
前
の
情
報
を
も
と
に
、
足
を
延
ば
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
故
荒
雄
宅
で
は
海
難
に

関
わ
る
委
細
聴
取
と
い
う
形
式
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
言
う
の
は
歌
に
、

王お
ほ
き
み
　の
遣つ

か

は
さ
な
く
に
情さ

か
し
ら進

に
行ゆ

き
し
荒あ

ら

雄を

ら
奥お

き

に
袖そ

で

振ふ

る 

（
16
・
三
八
六
〇
）

と
、
「
荒
雄
良
」
（
荒
雄
ら
）
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
荒
雄
ら
」
の
「
ら
」
に
つ
い
て
、
諸
注
諸
論
は
、
親
し
み
を
こ
め
た
表
現
と
し

て
の
も
の
で
あ
り
、
複
数
で
は
な
い
と
す
る
。
た
だ
、
松
岡
静
雄

）
16
（

氏
は
、

舟
出
し
た
の
は
荒
雄
一
人
で
は
な
い
か
ら
、
複
数
表
示
と
見
る
方
が
よ
い
。 

（
16
・
三
八
六
〇
番
歌
条
、
二
四
一
頁
）

と
言
及
し
、
渡
瀬
昌
忠

）
17
（

氏
は
、
右
の
松
岡
氏
の
言
及
を
引
き
つ
つ
、

…
前
略
…
荒
雄
が
船
頭
を
つ
と
め
る
船
に
も
数
名
（
十
人
以
内
）
の
水
手
（
白
水
郎
）
が
乗
り
組
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
船
出
し
て
帰
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還
し
な
い
の
が
荒
雄
一
人
で
な
い
こ
と
は
、
人
々
に
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
船
頭
荒
雄
に
随
伴
し
て
乗
り
組
ん
で
い
た

白
水
郎
た
ち
の
存
在
を
も
暗
示
す
る
の
が
「
荒
雄
ら
」
の
一
語
で
は
な
か
っ
た
か
。

と
指
摘
す
る
。
通
行
本
の
歌
順
で
、
第
一
首
（
16
・
三
八
六
〇
）
か
ら
第
六
首
（
16
・
三
八
六
五
）
ま
で
は
各
歌
に
「
荒
雄
ら
」
（
荒
雄
良
）
と

出
、
末
尾
の
第
十
首
（
16
・
三
八
六
九
）
に
は
「
志
賀
の
荒
雄
」
と
出
る
こ
と
が
私
に
は
気
に
な
る
と
共
に
、
右
に
示
し
た
「
大
浦
田
沼
」

の
第
四
首
（
16
・
三
八
六
三
）
に
お
け
る
「
不さ

ぶ

し楽
」
の
表
現
も
気
に
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
不さ

ぶ

し楽
」
と
は
、
荒
雄
が
い
な
く
な
っ
て
農
作

業
が
寂
し
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
農
作
業
の
場
に
複
数
名
が
欠
け
て
い
て
、
以
前
は
賑
や
か
で
あ
っ
た
農
作
業
が
火
が
消
え
た
よ

う
に
な
り
、
老
人
・
妻
・
子
供
に
よ
る
淋
し
い
作
業
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
情
景
描
写
と
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
船
頭
交
替
と
い
う
こ

と
は
、
宗
形
部
津
麻
呂
の
船
に
荒
雄
が
乗
り
込
む
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。
船
頭
の
号
令
が
徹
底
す
る
の
は
日
頃
親
し
ん
だ

水
手
仲
間
で
あ
り
、
船
は
集
団
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
遭
難
は
、
宗
像
郡
の
船
員
た
ち
で
は
な
く
、
滓
屋
郡
志
賀
島
の
荒
雄
周
辺

の
船
人
達
に
違
い
な
い
。
数
名
は
大
浦
の
地
の
海
人
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
が
第
四
首
の
「
不さ

ぶ

し楽
く
も
有あ

る
か
」
（
16
・
三
八
六
三
）

と
い
う
歌
と
し
て
あ
る
と
読
む
。
ま
た
そ
の
こ
と
が
、
第
一
首
か
ら
第
六
首
ま
で
の
「
荒
雄
ら
」
と
い
う
表
現
と
し
て
あ
る
の
に
違
い
な

い
。
結
び
の
第
十
首
は
、
そ
う
し
た
中
で
船
頭
の
荒
雄
一
人
に
焦
点
化
さ
れ
た
表
現
と
し
て
あ
る
歌
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
、

松
岡
静
雄
氏
や
渡
瀬
昌
忠
氏
の
指
摘
を
肯
う
も
の
で
あ
る
。

　

右
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
故
荒
雄
宅
に
お
い
て
は
、
単
な
る
事
情
聴
取
で
は
な
く
（
そ
う
し
た
事
は
既
に
済
ま
さ
れ
て
お
り
）
、
遭
難
し
た
全

員
の
家
族
た
ち
（
「
妻
子
等
」
）
が
呼
び
集
め
ら
れ
た
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
は
、
単
な
る
国
司
巡
行
の
寸
景
で
は
な

く
て
、
儀
式
的
色
彩
を
帯
び
た
場
と
し
て
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
八
年
前
の
遭
難
事
件
は
、
行
政
上
、
大
宰
府
所
管
事
項
に
属
し

て
い
て
、
何
と
も
救
済
の
し
よ
う
が
無
か
っ
た
。
そ
こ
で
妻
子
達
の
気
持
ち
に
な
っ
て
歌
を
作
る
こ
と
で
慰
め
る
よ
り
他
に
術
が
無
か
っ

た
と
言
え
よ
う
。
か
く
し
て
、
憶
良
は
事
前
に
十
首
の
歌
を
用
意
し
て
、
そ
の
場
に
臨
ん
だ
も
の
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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当
時
の
人
々
は
、
一
般
に
文
字
を
読
む
こ
と
が
出
来
な
い
。
当
の
妻
子
達
も
憶
良
の
歌
を
読
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

随
伴
し
た
官
人
（
下
僚
某
）
が
国
守
憶
良
の
歌
を
そ
の
場
で
読
み
あ
げ
、
そ
の
歌
に
つ
い
て
一
首
一
首
の
解
説
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
）
18
（

。
遺
族
達
に
と
っ
て
は
長
年
の
悔
し
い
思
い
が
一
度
に
晴
れ
た
に
違
い
な
い
。
大
宰
府
所
管
事
項
で
あ
り
筑
前
国
は
無
関
係
で
あ
る
と

言
っ
て
も
、
多
少
の
補
償
を
し
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

　

志
賀
島
の
大
浦
近
く
の
地
に
お
い
て
、
遺
族
達
（
妻
子
等
）
と
国
守
憶
良
と
随
伴
下
僚
の
三
者
の
心
情
は
一
体
化
し
た
と
言
う
こ
と
が
出

来
よ
う
。

　
　
　
　

五　

お
わ
り
に
―
述
志
―

　

事
に
携
わ
り
、
経
緯
を
熟
知
し
て
い
た
筑
前
国
の
下
僚
は
、
十
首
の
歌
を
手
控
え
た
に
違
い
な
い
。
国
府
に
戻
っ
た
後
に
、
事
の
顛
末

（
Ⅰ
～
Ⅲ
）
を
こ
の
下
僚
は
左
注
と
し
て
記
し
、
憶
良
に
言
上
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
山
上
憶
良
作
品
に
お
い
て
、
作
品
の
由
来
を
語
る
時
に
、

左
注
を
採
る
か
、
序
を
採
る
か
と
い
う
と
、
簡
単
な
作
品
作
成
上
の
メ
モ
的
な
左
注
事
例
は
別
と
し
て
、
縁
起
由
来
を
語
る
際
に
は
序
形

式
が
常
態
と
し
て
あ
る
。
即
ち
、
作
品
作
成
上
の
メ
モ
的
な
左
注
事
例
と
し
て
、
「
貧
窮
問
答
歌
」
の
「
山
上
憶
良
頓
首
謹
上
」
（
5
・

八
九
二
～
八
九
三
、
左
注
）
、
「
好
去
好
来
歌
」
に
お
け
る
「
天
平
五
年
三
月
一
日
良
宅
對
面
獻
三
日
、
山
上
憶
良
。
謹
上
大
唐
大
使
卿
記
室
」

（
5
・
八
九
四
～
八
九
六
、
左
注
）
、
「
老
身
重
病
経
年
辛
苦
及
思
兒
等
歌
」
の
「
天
平
五
年
六
月
丙
申
朔
三
日
戊
戌
作
」
（
5
・
八
九
七
～
九
〇
三
、

左
注
）
等
や
「
七
夕
歌
」
に
お
け
る
左
注
（
8
・
一
五
一
八
～
一
五
二
六
の
左
注
）
と
い
っ
た
注
記
メ
モ
の
類
は
、
ま
だ
他
に
も
存
在
す
る
が
、

作
品
の
由
来
や
縁
起
を
記
す
場
合
に
は
、
「
題
詞
・
序
・
倭
歌
作
品
」
と
い
う
序
形
式
で
作
品
を
展
開
す
る
の
が
憶
良
作
品
の
常
態
で
あ
る
。

そ
う
い
う
作
品
形
態
上
か
ら
見
る
と
、
こ
の
「
志
賀
白
水
郎
歌
」
に
お
け
る
由
来
顛
末
を
語
る
縁
起
文
に
お
い
て
、
左
注
形
式
を
採
る
の

は
異
例
で
あ
り

）
19
（

、
憶
良
の
下
僚
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
想
定
で
き
る

）
20
（

。
そ
の
左
注
に
全
面
的
に
朱
を
加
え
た
か
、
或
い
は
原
姿
の
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ま
ま
で
あ
る
の
か
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
憶
良
は
Ⅳ
の
「
因
、
斯
妻
子
等
、
不
勝
犢
慕
、
裁
作
此
歌
。
」
の
十
三
文
字
を
加
筆

し
た
と
理
解
さ
れ
る
。
憶
良
は
、
十
首
の
歌
を
「
日
本
挽
歌
」
（
5
・
七
九
四
～
七
九
九
）
同
様
に
、
「
妻
子
等
」
の
立
場
に
な
っ
て
代
作
し
た

も
の
で
あ
り
、「
憶
良
の
作
品
」
と
し
て
詠
作
し
た
も
の
で
は
決
し
て
無
か
っ
た
。
そ
れ
が
Ⅳ
の
一
行
十
三
字
に
端
的
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
い
う
次
第
で
、
下
僚
某
は
、
Ⅴ
の
「
或
云
、
筑
前
國
守
山
上
憶
良
臣
、
悲
感
妻
子
之
傷
、
述
志
而
作
此
歌
。
」
の
二
十
三
字
を
加
筆

し
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
「
或
云
」
の
中
に
、
「
述
志
」
の
語
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
述
志
」
は
山
上
憶
良
作
品
を
見
る
上
で
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
な
っ
て
い
る
。
京
都
女
子
大
学
名
誉
教
授
で
あ
っ
た
故
清
水
克
彦

）
21
（

氏
が
、
早
く
に
「
山
上
憶
良
―
歌
人
論
と
し
て
―
」
の
「
五　

入

唐
の
意
味
（
一
）　

―
述
志
文
学
の
摂
取
―
」
の
中
で
、

中
国
に
お
い
て
は
、
「
詩
」
は
「
志
」
で
あ
り
、
自
己
の
志
を
詩
賦
に
託
し
て
上
官
に
開
陳
す
る
事
こ
そ
、
官
吏
の
も
っ
と
も
重
要
な

任
務
で
あ
っ
た
。
憶
良
が
そ
の
作
品
に
お
い
て
、
民
衆
や
自
己
の
人
間
的
苦
悩
を
思
想
化
し
よ
う
と
努
力
し
、
こ
の
よ
う
な
作
品
を
上

官
に
謹
上
し
た
の
は
、
中
国
官
吏
の
、
述
志
文
学
に
学
ん
で
の
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
初
発
論
一
四
三
頁
～
、
所
収
書
一
二
三
頁
）

と
指
摘
す
る
。
憶
良
作
品
に
出
る
「
述
志
」
は
「
敬
和
為
熊
凝
述
其
志
歌
六
首
并
序
」
（
5
・
八
八
六
～
八
九
一
、
題
詞
）
で
あ
る

）
22
（

。
同
作
品
に

は
「
筑
前
國
守
山
上
憶
良
」
の
署
名
が
あ
る
。
清
水
克
彦
氏
は
当
「
志
賀
の
白
水
郎
歌
」
と
併
せ
て
、
「
苦
悩
す
る
人
々
の
心
を
、
み
ず
か

ら
求
め
て
代
作
」
し
た
と
す
る
と
共
に
、
「
貧
窮
問
答
歌
」
（
5
・
八
九
二
～
八
九
三
）
に
つ
い
て
述
志
の
文
学
と
し
て
定
位
す
る
。

　

ま
た
村
山
出

）
23
（

氏
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
（
や
や
遅
れ
て
）
、
別
箇
に
「
言
志
」
の
語
で
位
置
付
け
、
当
該
作
品
に
つ
い
て
は
、

そ
の
悲
嘆
が
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
終
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
下
層
の
庶
民
の
心
に
共
感
し
て
、
そ
こ
に
洞
察
し
た
彼
ら
の
志
を
表
現
化
し

た
と
こ
ろ
に
憶
良
の
詩
の
心
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
重
要
で
あ
ろ
う
。 

（
所
収
書
二
九
七
頁
）

と
言
及
す
る
。

　

憶
良
に
心
酔
し
て
い
た
下
僚
某
は
、
憶
良
に
お
け
る
「
述
志
」
の
意
義
を
熟
知
し
て
い
て
、
Ⅴ
「
或
云
」
の
中
に
こ
の
「
述
志
」
の
語
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を
織
り
込
ん
だ
も
の
と
理
解
で
き
る
。
な
お
「
貧
窮
問
答
歌
」
は
、
憶
良
帰
京
後
の
作
品
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
筑
前
国
の
下
僚
が
知
る

と
こ
ろ
で
は
無
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

当
作
品
が
巻
第
十
六
に
収
載
さ
れ
る
ま
で
の
、
そ
の
後
の
経
路
は
推
定
す
る
以
外
に
無
い
。
筑
前
国
司
と
し
て
山
上
憶
良
の
下
に
誰
が

居
た
か
は
幸
い
「
梅
花
歌
卅
二
首
并
序
」
（
5
・
八
一
五
～
八
四
六
）
に
記
録
が
あ
る
。
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
正
月
十
三
日
の
梅
花
宴
は
大
宰

府
挙
げ
て
の
盛
事
で
、
治
下
各
国
の
官
僚
が
参
加
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
四
等
官
人
の
「
目さ

か
ん
　」

の
み
参
加
と
い
う
国
や
不
参
加
の
国

が
あ
る
中
で
、
筑
前
国
は
大
宰
府
所
在
国
と
い
う
よ
り
も
官
庁
の
建
物
が
近
接
し
て
あ
り
、
四
等
官
全
員
が
参
加
し
、
そ
の
名
が
録
さ
れ

て
い
る
。
「
筑
前
介
佐
氏
子
首
」
（
5
・
八
三
〇
）
、
「
筑
前
拯
門
氏
石
足
」
（
5
・
八
四
五
）
、
「
筑
前
目
田
氏
真
上
」
（
5
・
八
三
九
）
が
そ
れ
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
佐
伯
直
子
首
、
門
部
連
石
足
、
田
邊
史
真
上
で
あ
る
と
井
村
哲
夫

）
24
（

氏
が
考
定
す
る
。
と
共
に
、
井
村
哲
夫
氏
は
史
生
の

「
白
鳥
某
」
を
指
摘
す
る
。
当
歌
群
に
関
わ
っ
た
下
僚
が
筑
前
国
の
介
拯
目
の
内
の
一
人
で
あ
れ
ば
、
歌
稿
は
帰
任
時
に
都
へ
も
た
ら
さ
れ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
史
生
（
書
記
官
）
な
ど
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
場
合
に
は
、
都
か
ら
の
赴
任
官
人
に
託
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

土
屋
文
明
氏
『
萬
葉
集
私
注
』
は
「
草
案
を
憶
良
が
人
に
示
し
た
な
ど
の
理
由
に
よ
つ
て
、
か
く
保
存
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
」
と
す

る
が
、
Ⅴ
「
或
云
」
中
の
尊
称
を
指
摘
し
た
の
は
同
氏
で
あ
る
。
自
身
へ
の
尊
称
明
記
が
あ
る
草
案
の
提
示
は
考
え
難
い
。

　

林
田
正
男

）
25
（

氏
は
、
『
萬
葉
集
』
巻
第
十
六
収
載
に
関
し
大
伴
坂
上
郎
女
を
推
考
し
、
当
「
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
」
と
そ
の
左
注
の
蒐
集
者

と
し
て
大
伴
百
代
を
想
定
す
る
。
伊
藤
博
氏
『
萬
葉
集
釈
注
』
は
、

当
面
の
一
〇
首
が
憶
良
か
ら
離
れ
て
筑
紫
に
残
り
、
誰
か
の
手
に
よ
っ
て
筑
紫
国
の
謡
い
物
の
一
つ
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
り
、
そ
の
一
括
さ
れ
て
い
た
も
の
が
巻
十
六
増
補
者
の
手
に
入
っ
た
と
い
う
道
筋
を
、
無
理
な
く
推
測
さ
せ
る
。 

（
五
六
一
頁
）

と
す
る
。
伊
藤
博
氏
は
こ
の
歌
群
十
首
を
「
妻
子
を
中
心
と
す
る
志
賀
の
白
水
郎
た
ち
の
あ
い
だ
で
誦
詠
さ
れ
た
歌
」
と
見
て
お
り
、
右

は
そ
の
観
点
か
ら
の
推
考
で
あ
る
。
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『
萬
葉
集
』
巻
第
十
六
へ
の
収
載
過
程
は
杳
と
し
て
知
る
こ
と
が
出
来
ず
、
推
測
す
る
以
外
に
は
無
い
。

　

私
は
、
憶
良
に
心
酔
し
た
下
僚
の
姿
を
Ⅴ
「
或
云
」
中
の
「
先
名
後
姓
」
の
敬
称
に
見
る
と
共
に
、
こ
の
Ⅴ
の
中
の
「
述
志
」
の
語
に

そ
の
心
酔
の
程
を
窺
い
見
る
の
で
あ
る
。
上
司
と
し
て
の
憶
良
に
ほ
れ
込
み
私
淑
し
た
下
僚
故
に
、
こ
の
憶
良
作
品
は
『
萬
葉
集
』
巻
第

十
六
に
掲
載
さ
れ
る
糸
口
が
作
ら
れ
、
そ
の
後
の
経
緯
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
こ
の
憶
良
作
品
を
今
私
ど
も
は
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
い

う
こ
と
を
提
示
し
て
、
拙
い
推
考
の
結
び
と
す
る

）
26
（

。

注（
1
） 

廣
岡
義
隆
「
志
賀
白
水
郎
の
歌
十
首
」
（
森
淳
司
氏
編
『
万
葉
集
研
究
入
門
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
雄
山
閣
、
一
九
八
八
年
二
月
）
。
こ
の
中
で
、
諸
説
を

整
理
し
て
示
し
て
い
る
。

（
2
） 

Ⅰ
～
Ⅳ
の
中
、
そ
の
Ⅱ
は
「
会
話
部
」
と
位
置
付
け
て
良
く
、
会
話
が
主
体
と
な
っ
て
展
開
す
る
。
廣
岡
は
会
話
文
体
の
三
種
に
つ
い
て
、
双
括
式
・

頭
括
式
・
尾
括
式
と
名
付
け
て
い
る
（
「
萬
葉
に
お
け
る
会
話
手
法
―
双
括
式
・
頭
括
式
・
尾
括
式
―
」
論
集
『
古
代
文
学
の
創
造
と
継
承
』
所
収
、

新
典
社
、
二
〇
一
一
年
一
月
）
。
双
括
式
は
語
り
に
由
来
す
る
倭
文
体
で
あ
り
、
尾
括
式
も
倭
文
体
の
一
種
で
あ
る
。
一
方
、
頭
括
式
は
漢
文
に
依
拠

す
る
文
体
と
し
て
あ
る
。
当
該
左
注
は
漢
文
と
し
て
執
筆
さ
れ
て
お
り
、
勿
論
、
頭
括
式
で
あ
る
。
そ
の
訓
読
に
お
い
て
も
本
来
は
頭
括
式
で
示
す

べ
き
も
の
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
訓
読
は
倭
文
体
へ
の
置
換
と
し
て
の
側
面
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
双
括
式
で
訓
読
す
る
こ
と
を
断
っ

て
お
く
。

（
3
） 

渡
瀬
昌
忠
氏
「
山
上
憶
良
―
―
志
賀
白
水
郎
歌
の
周
辺
」
（
古
代
文
学
会
編
『
万
葉
の
歌
人
た
ち
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
七
四
年
一
一
月
）
。
同
氏
『
山

上
憶
良　

志
賀
白
水
郎
歌
群
論
』
（
翰
林
書
房
、
一
九
九
四
年
五
月
）
、
所
収
。

（
4
） 

林
田
正
男
氏
「
筑
前
国
志
賀
白
水
郎
歌
序
説
―
制
作
年
次
考
―
」
（
『
文
学
・
語
学
』
第
五
五
号
、
一
九
七
〇
年
三
月
）
。
同
氏
『
万
葉
集
筑
紫
歌
の
論
』
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（
桜
楓
社
、
一
九
八
三
年
一
月
）
、
所
収
。

（
5
） 
た
だ
し
、
林
田
正
男
氏
は
注
4
の
論
に
お
い
て
、
「
年
の
八
歳
」
（
歳
の
八
年
）
の
例
を
示
し
（
11
・
二
八
三
二
、
13
・
三
三
〇
七
、
13
・
三
三
〇
九
）
、

多
年
の
意
で
実
数
を
意
味
せ
ず
実
数
は
六
年
で
あ
る
と
し
、
十
首
の
作
歌
年
次
を
六
年
後
の
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
と
す
る
。
こ
こ
の
「
八
」
の
語

の
理
解
は
、
諸
論
の
中
で
、
双
方
の
理
解
が
存
在
す
る
。

（
6
） 

六
年
一
回
の
輪
番
に
よ
る
国
別
担
当
と
い
う
推
考
に
つ
い
て
は
、
井
村
哲
夫
氏
も
肯
定
す
る
が
（
同
氏
「
赤
ら
小
船
―
志
賀
白
水
郎
歌
私
注
―
」
論

集
『
万
葉
の
発
想
』
桜
楓
社
、
一
九
七
七
年
五
月
。
同
氏
『
赤
ら
小
船　

万
葉
作
家
作
品
論
』
所
収
、
和
泉
書
院
、
一
九
八
六
年
一
〇
月
）
、
こ
の
六

年
一
回
の
輪
番
に
よ
る
国
別
担
当
は
『
延
喜
式
』
に
基
づ
い
て
の
推
論
で
あ
り
、
訳
注
日
本
史
料
『
延
喜
式
・
中
』
（
集
英
社
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）

の
補
注
（
一
四
七
一
～
一
四
七
二
頁
）
を
勘
案
す
る
と
『
萬
葉
集
』
の
代
に
こ
れ
を
及
ぼ
し
て
良
い
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
不
安
が
よ
ぎ
る
。
こ
う

し
た
危
惧
が
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

（
7
） 

三
八
六
六
番
歌
で
「
也
良
乃
埼
守
」
と
、
博
多
湾
内
の
「
残
島
」
（
の
こ
の
し
ま
）
北
端
の
也
良
の
埼
が
詠
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
犬
養
孝
氏
は

「
志
賀
島
は
玄
界
灘
の
側
は
荒
い
の
で
、
船
は
湾
内
の
側
に
帰
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
潮
流
の
関
係
か
ら
（
今
日
も
）
、
荒
崎
（
也
良
埼
）
に
近
よ
り

つ
つ
迂
回
し
て
海
の
中
道
の
方
に
よ
つ
て
、
志
賀
島
に
着
く
」
（
「
「
筑
前
國
志
賀
白
水
郎
歌
」
論
」
『
国
語
と
国
文
学
』
第
二
九
巻
第
一
～
二
号
、

一
九
五
二
年
一
～
二
月
。
同
氏
『
萬
葉
の
風
土
』
所
収
。
塙
書
房
、
一
九
五
六
年
七
月
、
九
〇
頁
）
と
解
説
す
る
。
こ
れ
が
往
時
の
船
の
進
め
方
で

あ
っ
た
。

（
8
） 『
肥
前
國
風
土
記
』
（
松
浦
郡
「
値
嘉
郷
」
条
）
に
は
、
「
西
有
泊
舩
之
停
二
處
〔
一
處
名
曰
相
子
田
停
、
應
泊
廾
餘
舩
。
一
處
名
曰
川
原
浦
、
泊
一
十

餘
舩
〕
。
遣
唐
之
使
、
従
此
停
發
、
到
美
祢
良
久
之
埼
〔
即
川
原
浦
之
西
埼
是
也
〕
、
従
此
發
舩
、
指
西
度
之
。
」
（
猪
熊
本
）
と
あ
る
。

（
9
） 

犬
養
孝
氏
は
「
対
馬
を
射
し
て
ゆ
く
場
合
、
黒
潮
か
ら
別
れ
て
五
島
を
通
る
対
馬
海
流
を
巧
み
に
利
用
す
れ
ば
、
海
流
に
乗
っ
て
案
外
ら
く
に
行
け

た
の
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
」
（
「
山
上
憶
良　

一
―
―
筑
前
・
志
賀
島
」
『
万
葉
の
歌
び
と
と
風
土
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八
年
一
二
月
、
一
六
八

頁
）
と
す
る
。

（
10
） 

防
人
歌
・
東
歌
共
に
、
下
記
参
照
。
廣
岡
義
隆
「
防
人
歌
の
形
成
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
第
一
三
号
、
二
〇
〇
二
年
六
月
）
。
同
「
東
歌
の
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形
成
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
第
一
四
号
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）
。
廣
岡
義
隆
『
上
代
言
語
動
態
論
』
（
塙
書
房
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）
第

二
篇
第
三
章
・
第
四
章
、
所
収
。

（
11
） 
土
屋
文
明
氏
『
旅
人
と
憶
良
』
（
創
元
社
、
一
九
四
二
年
五
月
）
。
「
熊
凝
の
歌
と
志
賀
白
水
郎
の
歌
」
二
二
八
～
九
頁
。

（
12
） 

大
伴
家
持
の
手
に
な
る
と
す
る
解
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
川
口
常
孝
氏
に
発
言
が
あ
る
。
川
口
常
孝
氏
に
は
序
と
左
注
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
り
（
こ

れ
に
つ
い
て
は
注
19
で
言
及
）
、
そ
の
指
摘
の
後
に
左
注
の
記
者
を
大
伴
家
持
と
す
る
。
稲
岡
耕
二
氏
は
川
口
常
孝
氏
の
序
・
左
注
論
を
肯
定
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
「
或
云
」
以
下
は
「
家
持
の
筆
」
と
推
定
す
る
（
初
発
論
）
。
川
口
常
孝
氏
「
憶
良
の
長
歌
と
連
作
―
そ
の
民
衆
性
に
つ
い
て
―
」

（
『
萬
葉
作
家
の
世
界
』
さ
る
び
あ
出
版
、
一
九
六
六
年
六
月
）
。
稲
岡
耕
二
氏
「
筑
前
国
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
に
就
い
て
」
（
『
萬
葉
』
第
八
〇
号
、

一
九
七
二
年
九
月
）
。
た
だ
し
、
稲
岡
耕
二
氏
論
の
所
収
書
『
万
葉
集
の
作
品
と
方
法
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
二
月
）
で
は
、
「
「
或
云
」
以
下

は
家
持
の
筆
で
あ
ろ
う
」
が
削
ら
れ
て
い
る
。

（
13
） 

中
西
進
氏
編
『
山
上
憶
良　

人
と
作
品
』
（
桜
楓
社
、
一
九
九
一
年
六
月
）
。
「
口
訳
付
山
上
憶
良
全
歌
集
」
は
真
下
厚
氏
と
二
人
で
担
当
し
、
廣
岡
は

後
半
部
を
担
当
。
「
全
歌
集
」
の
扉
に
分
担
箇
所
明
記
。
口
訳
の
該
当
箇
所
は
三
二
九
頁
。

（
14
） 

高
木
市
之
助
氏
は
大
伴
旅
人
の
作
へ
の
山
上
憶
良
の
反
撥
意
識
を
こ
こ
に
感
知
す
る
が
、
今
は
こ
れ
に
触
れ
な
い
（
「
筑
前
國
志
賀
白
水
郎
歌
十
首
」

美
夫
君
志
會
編
『
萬
葉
集
新
説
』
中
部
日
本
新
聞
社
、
一
九
五
一
年
一
一
月
。
同
氏
『
古
文
藝
の
論
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
二
年
五
月
）
。

（
15
） 

当
稿
脱
稿
後
に
偶
々
気
付
い
た
批
評
で
あ
る
が
、
龜
井
勝
一
郎
氏
に
「
憶
良
に
は
ど
こ
か
氣
む
づ
か
し
く
」
云
々
と
い
う
言
及
が
あ
る
（
『
古
代
智
識

階
級
の
形
成
―
日
本
人
の
精
神
史
研
究
―
』
文
藝
春
秋
、
一
九
六
〇
年
七
月
）
、
一
八
七
頁
。

（
16
） 

松
岡
静
雄
氏
『
有
由
縁
歌
と
防
人
歌
（
續
萬
葉
集
論
究
）
』
（
瑞
穂
書
院
、
一
九
三
五
年
六
月
）
、
二
四
一
頁
。

（
17
） 

渡
瀬
昌
忠
氏
「
筑
前
国
志
賀
白
水
郎
の
歌
」
（
セ
ミ
ナ
ー
「
万
葉
の
歌
人
と
作
品
」
第
五
巻
『
大
伴
旅
人
・
山
上
憶
良
（
二
）
』
和
泉
書
院
、

二
〇
〇
〇
年
九
月
）
、
二
六
八
頁
。
こ
れ
は
、
注
3
で
引
い
た
同
氏
の
専
論
著
『
山
上
憶
良　

志
賀
白
水
郎
歌
群
論
』
よ
り
も
後
の
考
説
で
あ
る
。
渡

瀬
昌
忠
著
作
集
第
八
巻
『
万
葉
集
歌
群
構
造
論
』
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
三
年
四
月
）
所
収
、
三
九
五
頁
。

（
18
） 

大
久
保
正
氏
は
山
上
憶
良
作
品
に
お
け
る
内
容
と
形
式
の
分
裂
や
内
容
的
な
醇
化
を
欠
き
が
ち
な
こ
と
に
つ
い
て
押
さ
え
つ
つ
、
「
貧
窮
問
答
歌
や
筑



憶
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前
国
志
賀
白
水
郎
歌
な
ど
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
分
裂
も
す
く
な
く
、
内
容
と
形
式
と
が
融
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
面
か
ら
見
て
も
こ
れ
ら
は
憶
良

を
代
表
す
る
文
芸
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
」
と
指
摘
す
る
（
所
収
書
九
五
頁
）
。
「
山
上
憶
良
―
憶
良
に
お
け
る
伝
統
と
創
造
―
」
（
『
國
文
學
』
學
燈

社
、
第
三
巻
第
一
号
、
一
九
五
七
年
一
二
月
。
同
氏
『
万
葉
集
の
諸
相
』
所
収
、
明
治
書
院
、
一
九
八
〇
年
四
月
）
。
所
収
の
際
に
論
題
を
「
山
上
憶

良
論
」
と
改
題
。

（
19
） 

川
口
常
孝
氏
は
、
「
志
賀
の
白
水
郎
の
歌
」
の
左
注
は
左
注
と
い
う
名
の
序
文
で
あ
る
と
見
、
も
と
は
序
文
と
し
て
あ
っ
た
も
の
が
「
左
注
に
改
変
を

こ
う
む
る
に
至
っ
た
」
と
し
、
そ
の
改
変
者
は
「
家
持
以
外
に
は
な
い
」
と
結
論
付
け
る
。
こ
の
所
論
を
認
め
る
も
の
で
は
無
い
が
、
こ
う
し
た
説

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
川
口
常
孝
氏
「
憶
良
の
長
歌
と
連
作
―
そ
の
民
衆
性
に
つ
い
て
―
」
（
注
12
所
出
論
）
。

（
20
） 

主
観
的
な
言
及
な
が
ら
、
中
西
進
氏
は
「
こ
の
漢
文
（
廣
岡
註
、
志
賀
白
水
郎
歌
左
注
）
か
ら
憶
良
の
匂
い
を
嗅
ぎ
と
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
」

と
発
言
す
る
（
『
萬
葉
集
研
究
』
第
一
集
、
塙
書
房
、
一
九
七
二
年
四
月
。
同
氏
『
山
上
憶
良
』
所
収
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
三
年
六
月
）
。

（
21
） 

清
水
克
彦
氏
「
山
上
憶
良
」
（
和
歌
文
学
講
座
5
『
万
葉
の
歌
人
』
桜
楓
社
、
一
九
六
九
年
五
月
）
。
同
氏
『
萬
葉
論
集
』
（
桜
楓
社
、
一
九
七
五
年
七

月
）
所
収
。
『
萬
葉
論
集
』
で
「
歌
人
論
と
し
て
」
の
副
題
が
付
け
ら
れ
た
。

（
22
） 

こ
の
題
詞
の
読
み
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
「
敬
和
」
の
「
和
」
の
下
で
中
止
す
る
か
、
下
の
「
歌
」
か
ら
返
っ
て
読
む
か
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
伝
統
的
な
読
み
は
返
読
す
る
が
、
武
田
祐
吉
氏
『
萬
葉
集
全
註
釋
』
の
よ
う
に
中
止
す
る
訓
み
が
あ
る
（
窪
田
空
穂
氏
『
評
釋
』
は
こ
の
『
全

註
釋
』
に
よ
る
）
。
明
確
な
『
増
訂
全
註
釋
』
の
読
み
で
示
す
と
、
「
敬
み
て
和
ふ
る
、
熊
凝
の
た
め
に
そ
の
志
を
述
ぶ
る
歌
六
首
。
」
と
な
る
。
井
村

哲
夫
氏
『
萬
葉
集
全
注
・
巻
第
五
』
は
、
底
本
西
本
願
寺
本
の
本
文
順
序
に
よ
り
「
筑
前
国
守
山
上
憶
良
、　つ

つ
し
み
こ
た
　

敬
和
へ
て
、
熊
凝
の
為
に
其
の
志
を
述

ぶ
る
歌
六
首
」
（
今
、
ル
ビ
訓
の
多
く
を
省
略
）
と
す
る
。
山
上
憶
良
作
（
5
・
八
八
六
～
八
九
一
）
の
前
に
位
置
し
て
あ
る
麻
田
陽
春
（
大
宰
府
の

大
典
）
に
よ
る
二
首
の
短
歌
（
5
・
八
八
四
～
八
八
五
）
は
「
大
伴
君
熊
凝
歌
二
首
」
と
し
て
熊
凝
の
立
場
で
詠
作
し
て
お
り
、
「
述
其
志
歌
」
は
麻

田
陽
春
歌
に
も
該
当
し
、
そ
れ
に
和
え
た
憶
良
歌
も
ま
た
そ
の
序
か
ら
「
述
其
志
歌
」
に
な
る
わ
け
で
あ
り
、
ど
ち
ら
で
読
ん
で
も
大
き
く
変
わ
る

も
の
で
は
な
い
が
、
「
述
志
」
に
関
わ
っ
て
若
干
気
に
な
る
の
で
言
及
し
て
お
く
。

（
23
） 

村
山
出
氏
「
山
上
憶
良
―
言
志
の
歌
人
登
場
の
意
味
―
」
（
日
本
文
学
協
会
『
日
本
文
学
』
第
一
八
巻
第
九
号
、
一
九
六
九
年
九
月
）
。
同
氏
『
山
上
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憶
良
の
研
究
』
（
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
）
所
収
。

（
24
） 
井
村
哲
夫
氏
「
筑
前
守
憶
良
の
同
僚
・
下
僚
」
（
『
萬
葉
』
第
五
二
号
、
一
九
六
四
年
七
月
）
。
同
氏
『
憶
良
と
虫
麻
呂
』
（
桜
楓
社
、
一
九
七
三
年
四

月
）
所
収
。

（
25
） 

林
田
正
男
氏
「
筑
前
志
賀
白
水
郎
歌
拾
遺
―
巻
十
六
追
補
に
関
連
し
て
―
」
（
『
日
本
文
学
』
第
二
三
巻
第
二
号
、
一
九
七
三
年
二
月
）
。
同
氏
『
万
葉

集
筑
紫
歌
の
論
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
三
年
一
月
）
、
所
収
。

（
26
） 

当
稿
で
指
摘
し
た
内
容
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
短
歌
誌
『
金え

に

し

だ

雀
枝
』
に
千
字
余
の
小
文
を
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。
「
憶
良
の
私
淑
者
」
（
『
金
雀

枝
』
第
九
〇
巻
第
七
号
、
金
雀
枝
短
歌
社
、
二
〇
一
六
年
七
月
）
。
連
載
「
千
華
万
葉
」
第
二
二
〇
回
。

 

（
三
重
大
学
名
誉
教
授
）


